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京都府保険医協会副理事長 福山 正紀氏

※ 本講習会は保険医協会の会員でない勤務医の方も ご参加いただけます。

第1 2 回勤務医のための講習会

参加費 無料

福祉国家構想研究会

関連書籍のご案内
大月書店刊

シ リ ーズ 新福祉国家構想

誰でも安心できる

医療保障へ

―― 皆保険
 50年目の岐路

二宮厚美・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 1 年、 税込2 ,0 9 0 円）

公教育の無償性を

実現する

―― 教育財政法の
 再構築

世取山洋介・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 2 年、 税込3 ,1 9 0 円）

失業・ 半失業者が

暮らせる制度の構築

―― 雇用崩壊からの脱却

後藤道夫・ 布川日佐史・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 3 年、 税込2 ,4 2 0 円）

福祉国家型

財政への転換

―― 危機を打開する
 真の道筋

二宮厚美・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 3 年、 税込2 ,6 4 0 円）

日米安保と 戦争法に

代わる 選択肢

―― 憲法を実現する
 平和の構想

渡辺 治・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 6 年、 税込2 ,5 3 0 円）

 老後不安社会

からの転換
――  介護保険から

 高齢者ケア保障へ

岡﨑祐司・

福祉国家構想研究会編

（ 2 0 1 7 年、 税込2 ,6 4 0 円）

6 月2 0 日（ 木） 1 4 時～1 6 時

①保険基礎知識

②審査の仕組み・ 基礎知識

場　 所 京都府保険医協会

ルームＡ ま たは

ウ ェ ブ（ Z o o m ）

参加費 無料（ 要申込）

スタ ッ フ研修にご活用を 保 険 講 習 会

6 月1 3 日（ 木） 1 4 時～1 6 時
在宅医療点数の基礎知識

―在宅医療を始める 前に―

＋個別相談会

5 月2 9 日（ 水） 1 4 時～1 6 時

①医療法立入検査対策

②新規個別指導対策

7 月1 7 日（ 水） 1 4 時～1 6 時
①診療所で起き る 医事紛争初期対応

② 労災補償保険、 自賠責保険の基礎

知識

A

C D

B

Ｑ
、
今
回
の
診
療
報
酬
改
定

で
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
1
と

2
の
算
定
を
す
る
予
定
だ
が
、

①
療
養
計
画
書
は
算
定
の
都

度
、
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
か

②
療
養
計
画
書
の
様
式
の
項
目

は
全
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る

か
。Ａ

、
①
初
回
は
必
ず
必
要
で

す
が
、
継
続
の
場
合
は
療
養
計

画
に
変
更
が
な
け
れ
ば
算
定
の

都
度
交
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
療
養
計
画
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
変

更
が
な
く
て
も
お
お
む
ね
4
カ

月
に
1
度
は
交
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
②
療
養
計
画
書
の
項

目
は
患
者
ご
と
の
治
療
計
画
に

必
要
な
項
目
だ
け
で
よ
く
、
治

療
計
画
に
必
要
の
な
い
項
目
の

記
載
は
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
ま
た
、
血
液
検
査
は
療
養

計
画
書
の
交
付
の
都
度
行
う
こ

と
は
必
須
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

み
の
わ
・
あ
き
こ

　
名
城
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。
1
9
7
5
年
、

富
山
県
生
ま
れ
。
著
作
と
し
て
、中
西
新
太
郎
・
蓑
輪
明
子
編
著
『
キ
ー

ワ
ー
ド
で
読
む
現
代
日
本
社
会
』（
旬
報
社
、
2
0
1
2
年
）、
松
本
伊

智
朗
編
著
『
子
ど
も
の
貧
困
を
問
い
な
お
す
―
家
族
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら
』（
法
律
文
化
社
、
2
0
1
7
年
）、
後
藤
道
夫
・
中
澤
秀
一

ほ
か
編
著
『
最
低
賃
金
1
5
0
0
円
で
つ
く
る
仕
事
と
暮
ら
し
』（
大

月
書
店
、
2
0
1
8
年
）
な
ど
。

　

近
年
、
ケ
ア
論
が
さ
か
ん
に

な
っ
て
い
る
。
ケ
ア
論
と
い
う

と
、
こ
れ
ま
で
は
看
護
や
介
護

と
い
っ
た
、
専
門
職
に
よ
る
ケ

ア
を
前
提
に
議
論
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
最
近
の
ケ
ア

論
は
〈
ケ
ア
〉
の
含
意
を
少
し

ず
ら
し
、
主
に
子
育
て
を
念
頭

に
お
い
て
、
脆
弱
な
他
者
へ
の

配
慮
や
世
話
を
〈
ケ
ア
〉
と
定

義
し
、
よ
り
多
く
の
身
近
な
行

為
を
ケ
ア
の
典
型
と
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
ケ
ア
論
の
中

に
は
、
〈
ケ
ア
〉
と
そ
の
関
係

性
を
大
切
に
す
る
社
会
・
政
治

へ
の
転
換
を
提
言
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
世
界
的
に
見
る

と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
変

革
の
途
を
探
る
多
く
の
試
み
が

あ
り
、
一
般
の
人
が
読
み
や
す

い
も
の
と
し
て
、
つ
い
最
近
出

版
さ
れ
た
岡
野
八
代
の
『
ケ
ア

の
思
想
』
（
岩
波
新
書
）
の
ほ

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
を
中
心
に
記
さ
れ
た
『
ケ
ア

宣
言
』
（
大
月
書
店
）、
長
田
華

子
ら

の
研
究

者
が
出
し

た

『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学
』（
有

斐
閣
）
な
ど
も
挙
げ
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　

さ
て
、
そ
れ
ら
で
示
さ
れ
て

い
る
ケ
ア
の
思
想
を
私
な
り
に

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。
全
て
の
人
は
本
来
、
日

常
的
に
ケ
ア
を
必
要
と
し
た
り

行
っ
た
り
す
る
存
在
で
あ
り
、

人
は
み
な
〈
ケ
ア
〉
の
絡
み
合

い
の
中
で
生
き
て
い
る
。
人
は

全
て
母
か
ら
生
ま
れ
、
子
ど
も

と
し
て
他
者
の
ケ
ア
を
受
け
て

育
っ
た
経
験
を
持
つ
だ
け
で
な

く
、
大
人
に
な
っ
て
も
職
場
で

の
仕
事
、
日
々
の
食
事
か
ら
睡

眠
や
会
話
な
ど
を
含
め
、
他
者

の
配
慮
や
世
話
を
す
る
こ
と
／

さ
れ
る
こ
と
な
し
に
生
き
て
は

い
な
い
。
ま
た
ケ
ア
は
親
な
ど

主
に
そ
れ
を
担
う
人
だ
け
で
完

結
す
る
も
の
で
な
く
、
ケ
ア
す

る
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ケ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
、
重
層
的
で
共
同

的
な
行
為
で
も
あ
る
。
こ
う
し

た
網
の
目
の
よ
う
な
ケ
ア
の
世

界
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
社
会

や
経
済
、
政
治
は
成
り
立
つ
。

　

し
か
し
、
哲
学
や
経
済
学
の

言
説
を
紐
解
く
と
、
驚
く
ほ
ど

ケ
ア
の
世
界
は
語
ら
れ
て
い
な

い
。
詳
細
は
先
ほ
ど
挙
げ
た
よ

う
な
著
作
を
た
ど
っ
て
ほ
し
い

が
、
哲
学
者
や
経
済
学
者
が
社

会
を
語
る
時
、
ケ
ア
の
世
界
は

あ
た
か
も
存
在
し
な
い
も
の
、

価
値
の
低
い
、
お
ま
け
の
よ
う

な
も
の
の
扱
い
を
受
け
て
き

た
。
ま
た
ケ
ア
は
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
、
ま
ま
な
ら
な
い
営

み
で
あ
る
が
、
ケ
ア
の
世
界
が

破
綻
し
な
い
よ
う
、
矛
盾
を
一

身
に
引
き
受
け
て
き
た
の
は
多

く
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
自
由
主
義
に
批
判
的
な

哲
学
や
経
済
学
の
学
者
が
公
正

な
社
会
を
論
じ
る
時
に
す
ら
、

そ
の
こ
と
を
正
面
か
ら
捉
え
て

お
ら
ず
、
ま
ま
な
ら
な
い
ケ
ア

の
世
界
を
女
性
た
ち
に
強
制
す

る
時
、
し
ば
し
ば
生
じ
て
き
た

ケ
ア
の
担
い
手
に
対
す
る
差
別

や
搾
取
・
収
奪
、
暴
力
す
ら
不

問
に
さ
れ
て
き
た
。

　

ケ
ア
の
世
界
を
基
軸
に
据
え

る
と
、
既
存
の
社
会
像
に
は
重

大
な
欠
落
が
あ
り
、
ケ
ア
を
中

心
に
据
え
た
社
会
観
と
改
革
構

想
が
必
要
だ
―
こ
れ
が
ケ
ア
の

思
想
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア

で
な
く
普
通
の
人
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
担
う
何
気
な
い
ケ
ア
を

正
面
に
据
え
た
の
も
、
普
通
の

人
た
ち
、
特
に
普
通
の
女
性
た

ち
が
日
常
的
に
担
う
ケ
ア
が
、

表
向
き
は
最
も
賞
賛
さ
れ
な
が

ら
、
最
も
無
視
・
軽
視
さ
れ
、

最
も
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
最
も

社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
に

利
用
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
を
描
い
て
こ

そ
、
ケ
ア
の
矛
盾
し
た
構
造
が

よ
り
ク
リ
ア
に
可
視
化
さ
れ

る
。
ケ
ア
の
思
想
で
は
ケ
ア
が

介
護
や
医
療
・
福
祉
、
子
育
て

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
領
域
の

行
為
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

強
調
さ
れ
て
い
る
。
社
会
や
経

済
・
政
治
を
ケ
ア
の
網
の
目
の

中
に
埋
め
戻
し
、
ケ
ア
す
る
人

の
犠
牲
な
し
で
、
相
互
的
な
配

慮
と
世
話
、
特
に
脆
弱
な
他
者

へ
の
そ
れ
に
満
ち
た
世
界
を
目

指
し
た
い
―
こ
れ
が
ケ
ア
の
思

想
の
要
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
革
に
は
社
会
的

制
度
的
条
件
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で

は
、
福
祉
国
家
構
想
と
の
接
点

は
あ
る
の
か
。
例
え
ば
福
祉
国

家
と
基
本
法
研
究
会
ほ
か
編
の

『
新
た
な
福
祉
国
家
を
展
望
す

る
』
（
2
0
1
1
年
、
旬
報
社
）

は
、
個
人
に
対
す
る
教
育
や
社

会
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
最
低
生
活

保
障
と
そ
の
供
給
体
制
を
権
利

憲
章
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
ケ
ア
の
思
想
は
そ
う

し
た
個
人
の
生
存
権
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
社
会
の
中
の
、
人
と
人
と

の
関
係
の
あ
り
方
、
そ
の
質
を

問
う
思
想
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
の
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の

制
度
・
政
策
と
は
い
か
な
る
も

の
か
。
ケ
ア
の
思
想
の
提
起
に

応
え
る
思
索
が
今
、
あ
ら
た
め

て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

名
城
大
学
経
済
学
部
准
教
授
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福祉国家構想再考 ― ケアの思想から

普通の人が身近で担う ケアに目を 向ける

2 4
年
6
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
1
回
理
事
会

6
月
11
日
（
火
）
14
時
〜

第
2
回
理
事
会

6
月
18
日
（
火
）
14
時
〜

第
3
回
理
事
会

6
月
25
日
（
火
）
14
時
〜

　

春
の
叙
勲
で
、
香
川
惠
造
氏

（
福
知
山
）
が
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の

叙

勲

2 0 2 4 年 ( 令和 6 年) 5 月 2 5 日 第 3 1 7 0 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･ 25日発行

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから


